
■はじめに

　「アートによるまちづくり」が全国各地で行わ

れています。有名なものとして「瀬戸内国際芸

術祭」などを思い浮かべる方も多いのではな

いでしょうか。現代アートと地域活性化を掛け

合わせたこれらの取組みは地域の新たな魅

力を創出し、アーティストや地域外からのボラ

ンティア、観光客など、多くの人を呼び寄せる

効果があります。また、地域住民を巻き込んだ

取組みによってアーティストや地域外の人 と々

の交流が生まれ、関係人口を創出する機会に

もつながります。

　今号では、「アートとまちづくり 文化芸術か

ら考える地域活性化」と題して、「アート」や

「文化芸術」を媒介に地域活性化を目指してい

る事例を紹介し、アートによるまちづくりの可

能性について考えていきたいと思います。
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■表紙のことば

　西予市宇和町のわらマンモスアート。毎

年れんげまつりの時期に制作され、今では

宇和町のシンボル的存在になっています。

このわらマンモスが作られるようになった

2011年頃に、同じく西予市で開催されてい

る全国「かまぼこ板の絵」展覧会にわらマン

モスを描いて応募したことがあり、懐かし

い気持ちになりました。あの頃と比べると、

わらマンモスも子マンモス、孫マンモスと

数が増えていて、微笑ましく思います。

　コロナ禍により、な

かなか遠くへ出かけ

ることが難しい今だか

らこそ、地元の文化に

触れたり、アートを楽

しんだりするのも良い

かもしれませんね。

柳原あや子
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